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か
つ
て
世
界
最
高
水
準
と
い
わ
れ
た
日
本
の
物
価
や
賃
金
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
変
化
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

本
当
に
今
で
も
世
界
の
中
で
高
水
準
に
あ
る
の
か
？

主
要
国（
都
市
）
の
生
計
費
や
賃
金
水
準
を
検
証
す
る
中
で
、

今
後
も
の
づ
く
り
日
本
が
生
き
残
る
た
め
の
中
期
的
な

「
人
へ
の
投
資
」「
労
働
条
件
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
考
え
る
。

変
化
す
る
世
界
の
賃
金
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は
じ
め
に

　

日
本
の
賃
金
は
高
い
と
言
わ
れ
て
久
し

い
。
し
か
し
、働
く
者
の
実
感
と
こ
の
﹁
常

識
﹂
と
は
乖
離
す
る
。
よ
く
よ
く
考
え
る

に
、
そ
の
よ
う
に
言
う
人
た
ち
の
﹁
賃
金
﹂

は
、
私
た
ち
の
﹁
賃
金
﹂
を
語
っ
て
い
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

様
々
な
場
面
で
語
ら
れ
る
日
本
の
﹁
賃
金
﹂

水
準
は
、
だ
れ
の
賃
金
、
ど
の
賃
金
だ
と
、

明
確
な
定
義
が
な
さ
れ
ず
語
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
小
稿
で
は
、

こ
の
日
本
の
賃
金
の
現
状
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　

賃
金
は
、
何
か
と
人
々
の
話
題
に
上
り

や
す
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
が
、
同
時
に
そ

の
評
価
で
意
見
の
一
致
が
難
し
い
テ
ー
マ

で
も
あ
る
。
あ
る
人
は
、
日
本
の
賃
金
は

高
す
ぎ
て
、
中
国
、
イ
ン
ド
と
は
と
て
も

競
争
で
き
な
い
と
言
う
。
し
か
し
、
そ
の

同
じ
日
本
で
、
週
40
時
間
フ
ル
タ
イ
ム
で

働
い
て
も
子
供
を
養
え
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
が
増
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。
日

本
の
賃
金
は
高
い
の
か
、
そ
れ
と
も
低
い

の
か
？ 

そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
議
論
を
す

る
と
き
、
ど
の
賃
金
に
つ
い
て
語
れ
ば
良

変
化
す
る
世
界
の
賃
金
を
考
察
す
る

い
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
賃
金
を
ど
の
賃

金
と
比
べ
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
。
そ
も
そ

も
海
外
の
賃
金
と
比
べ
る
時
は
、
ど
の
様

に
比
べ
れ
ば
良
い
の
だ
ろ
う
。
等
々
⋮
。

　

以
下
で
は
、
次
の
ト
ピ
ッ
ク
を
順
に
取

り
上
げ
な
が
ら
、
上
記
の
疑
問
に
対
す
る

答
え
を
見
つ
け
て
い
こ
う
。
先
ず
は
、
賃

金
の
国
際
比
較
に
必
要
な
、
価
値
基
準
の

共
通
化
の
方
法
と
し
て
の
為
替
レ
ー
ト
と

購
買
力
平
価
に
つ
い
て
述
べ
、
こ
れ
ら
を

用
い
た
と
き
に
日
本
の
賃
金
は
ど
の
様
に

評
価
で
き
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
次

に
、
だ
れ
の
賃
金
で
国
際
比
較
を
す
べ
き

か
、
対
象
の
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
平
均
で
見
る
べ

き
か
、
そ
れ
と
も
対
象
を
限
定
し
て
比
較

す
べ
き
か
、
そ
の
優
劣
を
考
え
て
み
よ
う
。

最
後
に
職
種
賃
金
格
差
に
基
づ
く
賃
金
水

準
の
評
価
を
考
え
て
み
よ
う
。
多
く
の
労

働
者
は
、
生
涯
の
大
半
を
あ
る
特
定
の
職

種
の
仕
事
に
従
事
し
、
労
働
人
生
を
終
え

る
。
そ
れ
故
、
職
種
間
で
ど
の
よ
う
な
賃

金
格
差
が
あ
る
か
は
、
ど
の
職
を
選
択
す

る
か
の
重
要
な
指
針
と
な
る
。
そ
れ
故
に
一

端
あ
る
職
に
就
く
と
、
他
の
職
の
賃
金
水

準
と
比
較
し
て
、
自
身
を
評
価
し
が
ち
で 同

志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授  

中
田 

喜
文

あ
る
。
で
は
、
日
本
で
は
ど
の
様
な
職
種
の

賃
金
が
他
国
と
比
べ
よ
り
高
く
設
定
さ
れ
、

逆
に
ど
の
よ
う
な
職
種
の
賃
金
が
よ
り
低

く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
身
近

な
職
種
を
例
に
、
日
本
の
職
種
賃
金
格
差

を
世
界
の
中
で
評
価
し
て
み
よ
う
。

賃
金
の
国
際
比
較
の
方
法

2
つ
の
国
際
比
較

A 

2
国
間
賃
金
比
較
に
用
い
る

 　

通
貨
の
交
換
レ
ー
ト
と
は
？

　

日
本
の
賃
金
を
外
国
の
賃
金
、
例
え
ば

ア
メ
リ
カ
の
賃
金
と
比
べ
る
に
は
、
円
で
表

示
さ
れ
た
日
本
の
賃
金
と
、
米
国
ド
ル
で

表
示
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
賃
金
を
、
共
通

な
通
貨
で
評
価
し
、
比
較
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

の
賃
金
額
を
円
で
表
現
さ
れ
た
賃
金
額
に

転
換
し
て
、
日
米
賃
金
を
円
表
示
で
比
較

す
る
か
、
逆
に
日
本
の
賃
金
額
を
ド
ル
表

示
に
替
え
て
、
日
米
比
較
す
る
必
要
が
あ

る
。
通
常
こ
の
よ
う
な
2
国
通
貨
の
共
通

化
に
は
為
替
レ
ー
ト
が
用
い
ら
れ
る
。
為

替
レ
ー
ト
は
、
2
国
通
貨
の
外
国
為
替
市

場
に
お
け
る
交
換
比
率
で
あ
る
。
輸
出
相

手
国
通
貨
に
対
す
る
為
替
レ
ー
ト
を
用
い

て
表
示
さ
れ
た
輸
出
国
に
お
け
る
労
務
費

は
、
輸
出
さ
れ
た
商
品
の
輸
出
相
手
国
で

の
価
格
に
占
め
る
労
務
費
と
一
致
す
る
。
そ

れ
故
に
、
輸
出
相
手
国
で
生
産
し
た
場
合

の
労
務
費
と
輸
出
国
に
お
け
る
労
務
費
の

高
低
を
比
べ
る
場
合
に
は
、
為
替
レ
ー
ト

を
用
い
る
の
が
適
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同

一
商
品
を
生
産
す
る
に
必
要
な
労
働
力
の

価
格
と
し
て
の
賃
金
が
、
輸
出
国
と
輸
入

国
で
ど
ち
ら
が
高
い
か
低
い
か
を
比
べ
る

場
合
、
為
替
レ
ー
ト
を
用
い
て
比
較
す
る

こ
と
が
適
当
と
言
え
る
。

　

2
カ
国
の
通
貨
の
価
値
を
共
通
の
尺
度

で
測
る
も
う
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
購
買
力

平
価
に
よ
る
通
貨
の
共
通
化
が
あ
る
。
購

買
力
平
価
と
は
、
消
費
者
が
同
じ
商
品
、

同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
2
つ
の
国
で
購
入
し
た

1 
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場
合
、
そ
の
購
入
に
必
要
な
2
つ
の
現
地

通
貨
量
が
等
価
と
考
え
、
そ
こ
か
ら
求
め

た
2
つ
の
通
貨
の
交
換
比
率
で
あ
る
。
例

え
ば
、
東
京
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

購
入
し
た
買
い
物
か
ご
一
杯
の
商
品
に

1
万
円
支
払
い
、
同
じ
商
品
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
購
入
す
る

と
1
0
0
ド
ル
か
か
っ
た
の
な
ら
、
1
万

円
の
購
買
力
＝
1
0
0
ド
ル
の
購
買
力

と
な
る
。
つ
ま
り
、
1
ド
ル
の
購
買
力
＝

1
0
0
円
の
購
買
力
と
な
る
こ
と
か
ら
、

購
買
力
平
価
を
用
い
た
ド
ル
と
円
の
交
換

レ
ー
ト
は
、
1
ド
ル
＝
1
0
0
円
と
な
る
。

こ
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
購
買
で
も
、
当
然
購
買
力
平
価
は
変
わ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
通
常
は
、
平
均

的
な
国
民
1
人
当
た
り
の
支
出
の
内
訳
を

世
界
共
通
に
設
定
し
、
各
国
通
貨
の
交
換

比
率
、
つ
ま
り
購
買
力
平
価
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
先
に
見
た
為
替
レ
ー
ト
を
用
い
た

賃
金
比
較
と
比
べ
る
と
、
購
買
力
平
価
を

用
い
て
の
賃
金
の
国
際
比
較
は
、
そ
の
名
の

通
り
、
賃
金
の
持
つ
購
買
力
に
基
づ
く
賃

金
比
較
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
賃
金
を
受

け
取
る
者
が
感
じ
る
賃
金
の
価
値
実
感
に

近
い
比
較
が
可
能
と
な
る
。

　

以
上
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
経
営
の

視
点
か
ら
賃
金
を
労
務
費
と
捉
え
、
日
本

の
賃
金
、
つ
ま
り
労
務
費
が
高
い
か
低
い

か
を
議
論
す
る
な
ら
ば
、
為
替
レ
ー
ト
を

用
い
た
賃
金
比
較
が
適
切
な
比
較
と
な
る
。

し
か
し
、
賃
金
を
受
け
取
る
労
働
者
の
立

場
か
ら
す
る
と
、
得
た
賃
金
で
ど
の
様
な

生
活
が
出
来
る
か
、
ま
た
そ
の
生
活
水
準

が
同
様
な
仕
事
を
す
る
他
国
の
労
働
者
よ

り
高
い
か
低
い
か
を
知
り
た
い
な
ら
ば
、
購

買
力
平
価
を
用
い
た
賃
金
比
較
が
適
当
と

な
る
。
そ
れ
故
、以
下
の
賃
金
の
比
較
で
は
、

最
初
に
為
替
レ
ー
ト
を
用
い
た
労
務
費
比

較
、
続
い
て
購
買
力
平
価
を
用
い
た
賃
金

比
較
を
行
う
こ
と
で
、
日
本
の
賃
金
の
高

さ
を
評
価
し
て
み
よ
う
。

B 

日
本
の
製
造
業
労
務
費
の

 　

国
際
比
較

　

表
1
に
、
日
本
を
含
む
先
進
7
カ
国
と
、

近
年
成
長
著
し
い
8
カ
国
の
製
造
業
労
働

単
位
当
た
り
の
労
務
費
の
、2
0
0
0
年
、

2
0
0
5
年
、
及
び
2
0
1
0
年
の
日
本

の
単
価
を
1
0
0
と
す
る
指
数
で
示
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
比
較
の
数
値
は
、
各

国
デ
ー
タ
の
信
頼
性
や
相
互
の
比
較
可
能

性
の
点
か
ら
極
め
て
収
集
が
困
難
で
あ
る
。

こ
の
表
の
数
値
の
元
数
値
は
、
ア
メ
リ
カ

労
働
統
計
局
が
、
2
0
1
1
年
に
行
っ
た

調
査
に
基
づ
く
数
値
で
あ
り
、
国
際
比
較

性
と
デ
ー
タ
の
信
頼
性
の
高
い
、
希
少
な

デ
ー
タ
で
あ
る
。
必
ず
し
も
読
者
が
興
味

を
持
つ
国
を
す
べ
て
網
羅
で
き
て
は
い
な
い

が
、
我
々
の
論
点
を
検
討
す
る
に
は
必
要

十
分
な
国
が
網
羅
さ
れ
、
信
頼
に
足
る
貴

重
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
そ
れ
が
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
が
毎
年
発
行
す
る
『
デ

ー
タ
ブ
ッ
ク
国
際
労
働
比
較
』の
最
新
版
で

あ
り
2
0
1
3
年
版
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

も
の
を
用
い
た
。

　

さ
て
、
こ
の
表
は
幾
つ
も
の
極
め
て
興

味
深
い
事
実
を
示
し
て
い
る
。

1 

2
0
0
0
年
の
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
先

進
・
発
展
途
上
の
15
カ
国
の
中
で
日
本

の
労
務
費
は
、
ド
イ
ツ
と
並
び
、
最
も

高
い
水
準
に
あ
っ
た
。

2 

し
か
し
、
10
年
後
の
2
0
1
0
年
に
お

い
て
は
、G
5
の
中
で
は
、
5
カ
国
中
4

番
目
、
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
を
加
え
た
G
7
の
中
で
も
6
番
目
と
、

む
し
ろ
最
も
労
務
費
の
安
い
先
進
国
で

あ
る
。

３ 

2
0
0
0
年
の
時
点
で
は
、
日
本
の
労

務
費
用
の
半
額
以
下
で
あ
っ
た
８
カ
国

に
つ
い
て
も
、
こ
の
10
年
間
で
、
台
湾

を
除
く
7
カ
国
で
は
極
め
て
大
き
な
労

務
費
の
上
昇
が
あ
り
、
日
本
と
の
労
務

費
格
差
が
大
き
く
縮
小
し
た
。

　

ま
と
め
れ
ば
、
日
本
の
製
造
業
の
労
務

費
は
、
過
去
10
年
で
世
界
の
主
要
な
競
争

国
と
比
べ
大
き
く
相
対
的
に
低
下
し
、
日

表１　生産労働者の時間当たり労働費用*（製造業）
（日本の水準を100とした指数）

国・地域
Country or region 2000年 2005年 2010年 2010ー2000年

の指数変化（％）

日本　 JPN 100 100 100 N.A.
ドイツ
アメリカ
フランス
イギリス
カナダ
オーストラリア

DEU
USA
FRA
GBR
CAN
AUS

100
99
84
82
74
66

149 
118
130
116
104
113

137
109
127
92
112
127

36%
10%
50%
13%
52%
93% 

スペイン
シンガポール
韓国
ニュージーランド
台湾
メキシコ
ブラジル
フィリピン

ESP
SGP
KOR
NZL
TWN
MEX
BRA
PHL

49
46
39
37
29
19 
17
4

81
52
59
65
31
22
20
5

83
60
52
64
26
19
32
6

70%
29%
34%
76%
-9%
5%
84%
51%

資料出所 :労働政策研究・研修機構『データブック国際労働比較2013』
http://www.jil.go.jp/kokunai/statistics/databook/2013/ch5.html

（注＊）労働費用の金額を各年の為替レートで米ドルに換算し、 アメリカを100とするように
　　 　基準化したもの。
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本
の
製
造
業
は
、
労
務
費
の
国
際
競
争
力

を
大
幅
に
改
善
し
た
、
と
結
論
で
き
る
。

C 
製
造
業
労
働
者
賃
金
の

 　

国
際
比
較

　

製
造
業
に
働
く
常
用
労
働
者
の
月
間
給

与
を
、
英
米
独
仏
加
の
先
進
5
カ
国
、
さ

ら
に
は
高
成
長
国
で
あ
り
、
ま
た
現
在
そ

し
て
将
来
の
日
本
の
製
造
業
の
競
争
国
で

あ
る
ロ
シ
ア
、中
国
、韓
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

そ
し
て
タ
イ
の
5
カ
国
と
、
2
0
1
0
年

の
統
計
を
用
い
て
比
較
評
価
し
た
結
果
が

表
２
で
あ
る
。
表
の
左
半
分
は
、
先
の
労

務
費
比
較
で
も
用
い
た
通
貨
の
共
通
化
に

為
替
レ
ー
ト
を
用
い
た
比
較
結
果
を
示
す
。

右
半
分
で
は
、
購
買
力
平
価
を
も
ち
い
て
、

労
働
者
が
実
感
す
る
賃
金
の
購
買
力
の
水

準
で
比
較
し
た
結
果
で
あ
る
。

平
均
で
比
較
す
る
か

特
定
対
象
者
で
比
較
す
る
か

　

こ
こ
ま
で
の
議
論
で
は
、
基
本
的
に
は

製
造
業
に
従
事
す
る
常
用
労
働
者
の
平
均

賃
金
、
あ
る
い
は
平
均
労
働
費
用
で
、
日

本
の
労
働
者
の
賃
金
水
準
を
国
際
的
に
評

価
し
た
。こ
の
よ
う
に
平
均
で
見
る
こ
と
は
、

多
く
の
労
働
者
を
対
象
に
比
較
で
き
、
そ

の
意
味
で
、
国
や
産
業
、
あ
る
い
は
業
種

間
の
賃
金
を
比
較
す
る
に
は
適
し
た
数
値

と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
平
均

値
で
の
比
較
は
、
こ
の
平
均
値
で
語
ら
れ
る

対
象
者
の
中
に
存
在
す
る
賃
金
格
差
を
見

え
な
く
し
て
し
ま
う
。ほ
ぼ
フ
ル
タ
イ
ム
で
、

毎
日
勤
務
す
る
常
用
労
働
者
と
言
え
ど
も
、

そ
の
中
に
は
多
様
な
労
働
者
が
含
ま
れ
る
。

正
規
労
働
者
（
正
社
員
）
も
い
れ
ば
非
正

規
労
働
者
（
嘱
託
や
長
期
ア
ル
バ
イ
ト
社

員
）
も
含
ま
れ
る
。
入
社
し
た
ば
か
り
の

学
卒
社
員
も
い
れ
ば
、
40
年
の
経
験
者
も

含
ま
れ
る
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
労

働
者
間
で
大
き
な
賃
金
格
差
が
存
在
す
る

場
合
、
時
々
の
平
均
賃
金
は
、
賃
金
水
準

の
格
差
の
実
態
と
そ
の
変
化
を
と
ら
え
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
例
え
ば
、
多
様
な
労

働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
金
水
準
が
変
化
せ

ず
、
一
定
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
構
成
比
率
が

変
わ
る
こ
と
で
、
平
均
賃
金
は
大
き
く
変

化
す
る
。
つ
ま
り
平
均
賃
金
が
上
が
っ
た
、

あ
る
い
は
下
が
っ
た
こ
と
が
、
様
々
な
労
働

者
の
賃
金
水
準
の
上
下
の
変
動
の
反
映
で

は
な
く
、
高
賃
金
労
働
者
の
構
成
が
上
下

し
た
結
果
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
に
、
賃
金
構
造
の
変
化
と
労
働
者
構
成

の
変
化
で
は
、
労
働
者
、
そ
し
て
経
営
に

と
っ
て
意
味
す
る
も
の
は
大
き
く
異
な
る
。

こ
の
よ
う
な
一
国
内
の
労
働
者
構
成
変
化

は
、
国
際
比
較
に
お
い
て
は
国
ご
と
の
労

働
者
構
成
の
差
と
し
て
平
均
値
の
水
準
に

影
響
し
、
平
均
値
で
の
国
際
比
較
を
難
し

く
す
る
。

　

で
は
、
平
均
値
比
較
は
無
意
味
で
、
対

象
者
を
限
定
し
た
賃
金
比
較
が
常
に
望
ま

し
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
特
定
の
対
象
者
、

例
え
ば
自
動
車
組
立
工
の
賃
金
を
日
米
、

あ
る
い
は
日
本
と
中
国
を
比
べ
れ
ば
、
対

象
は
２
国
間
で
同
質
化
さ
れ
、
平
均
賃
金

の
格
差
は
、
賃
金
水
準
の
格
差
を
、
よ
り

正
確
に
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
事
者

で
あ
る
組
立
工
に
と
っ
て
も
、
ま
た
、
彼
ら

を
雇
用
す
る
経
営
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ

ら
の
平
均
値
比
較
の
意
味
が
明
確
に
な
り
、

当
該
労
働
者
賃
金
の
国
際
的
な
立
ち
位
置

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
こ
と
は
、
経

営
者
に
と
っ
て
、
海
外
展
開
を
検
討
す
る

に
当
た
り
、
労
務
コ
ス
ト
の
よ
り
正
確
な

推
計
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
意
味
で
も
有

用
性
の
あ
る
デ
ー
タ
と
な
る
。

　

し
か
し
、
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、

上
に
述
べ
た
利
点
は
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
変

2 

表2　日本の製造業労働者の賃金を世界と比べる　(2010年）
（為替レート vs 購買力平価による賃金の評価）

資料出所
月間給与（時給・年収）： 独立行政法人 労働政策研究・研修機構、『データブック国際労働統計2013』2013年、

『データブック国際労働統計2012』2012年
月間総労働時間 (日本）：厚生労働省「毎月勤労統計調査」
為替レート：The World Bank Development Indicators

European Central Bank,Statistical Data Warehouse
PPP conversion factor (GDP): The World Bank,  World Development Indicators
注）
１）国ごとに対象者は若干異なるが、基本は製造業で雇用される常用労働者。
２）日本、ロシア、韓国、シンガポール、タイは月間給与額。アメリカ、カナダ、イギリス、ドイツ、フランスは、時給
に日本の製造業常用労働者の月間労働時間数161.5時間をかけて月間給与を推計した。中国は年間給与額を12
で割って、月間給与額を推計。

国 月間給与
（現地通貨）

為替レートによる評価 購買力による評価

対US＄
為替

月間給与
(in US $）

月間給与
（日本を100
とする指数）

PPP 
conversion 
factor 
（GDP）

月間給与
購買力
(in US $）

月間給与
購買力

（日本を100
とする指数）

日本 362340 87.78 4128 100 1.28 3223 100.0
アメリカ 3006 1.00 3006 73 1.00 3006 93.3
カナダ 3534 1.03 3430 83 1.18 2900 90.0
イギリス 2248 0.65 3474 84 1.03 3384 105.0
ドイツ 3653 0.75 4871 118 1.07 4566 141.7
フランス 2686 0.75 3581 87 1.14 3132 97.2
ロシア 19100 30.37 629 15 0.52 1220 37.8
中国 2576 6.77 381 9 0.59 644 20.0
韓国 3190 1156.06 2759 67 0.72 3844 119.3
シンガポール 4263 1.36 3126 76 0.74 4206 130.5
タイ 8066 31.69 255 6 0.55 466 14.5
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わ
る
。
あ
る
産
業
で
は
主
要
な
労
働
力
は
、

他
の
産
業
で
は
全
く
無
関
係
な
労
働
力
と

な
る
。
陶
磁
器
工
の
給
与
水
準
に
は
無
関

心
で
あ
っ
て
も
、
ミ
シ
ン
縫
製
工
の
給
与
水

準
は
、
繊
維
産
業
に
と
っ
て
は
無
関
心
で

は
い
ら
れ
な
い
。
ソ
フ
ト
開
発
会
社
に
と

っ
て
は
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
S
E
の
給
与

水
準
さ
え
低
け
れ
ば
、
他
の
職
種
の
給
与

が
低
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
国
は
魅
力
的

な
業
務
委
託
先
と
映
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
故
、

ど
の
様
な
賃
金
を
見
て
比
較
す
る
か
は
、

そ
の
目
的
に
応
じ
て
適
切
に
選
択
す
る
必

要
が
あ
る
。
以
下
で
は
、
本
特
集
の
対
象

読
者
で
あ
る
、
日
本
の
製
造
業
の
労
使
に

と
っ
て
の
基
幹
的
職
種
で
あ
る
、
技
術
者

（
化
学
技
術
者
）、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
（
化
学
分

析
員
）、
技
能
工
（
機
械
組
立
工
）、
そ
し

て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
４
職
種
を
例
に
、
職
種

の
違
い
が
国
際
比
較
の
結
果
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
か
を
、
日
本
企
業
の
主

た
る
進
出
先
国
の
賃
金
と
比
べ
る
こ
と
で
、

お
見
せ
し
よ
う
。

４
職
種
に
お
け
る
賃
金
の
国
際
比
較

　

表
３
は
、
比
較
対
象
７
か
国
の
技
師
（
化

学
）、
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン（
化
学
分
析
員
）、
組

立
工
（
機
械
）
及
び
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
月
間

給
与
を
購
買
力
で
評
価
し
、
そ
の
数
値
を
、

日
本
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
給
与
を
１
０
０
と

す
る
指
数
に
変
換
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
表
か
ら
以
下
の
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

●
２
０
０
５
年
に
お
い
て
、
日
本
の
技
師
、

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

の
給
与
は
他
の
先
進
諸
国
と
比
べ
、
大

き
く
劣
っ
て
い
る
。

●
唯
一
、
現
業
職
で
あ
る
機
械
組
立
工
の
み

が
、
先
進
国
と
比
べ
、
若
干
の
相
対
的

賃
金
優
位
性
を
持
っ
て
い
る
。

●
ま
た
、
現
業
職
給
与
は
、
新
興
工
業
国

で
あ
る
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
対
し

て
は
、
優
位
に
上
回
っ
て
い
る
。

●
し
か
し
、
こ
れ
ら
新
興
工
業
国
は
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職

種
で
あ
る
技
師
及
び
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
に
お
い
て
は
、２
０
０
５

年
に
お
い
て
、す
で
に
日
本
の

給
与
水
準
に
追
い
つ
き
、
む
し
ろ
上
回
る

水
準
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
製
造
業
平
均
の
給
与
で
は
見

え
な
か
っ
た
、
製
造
業
主
要
職
種
に
お
け

る
、
国
際
的
に
見
た
給
与
水
準
の
低
下
が

２
０
０
５
年
の
時
点
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

こ
と
が
、
こ
の
表
か
ら
確
認
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
７
カ
国
の
４
職
種

賃
金
表
は
、
も
う
一
つ
の
興
味
深
い
事
実
を

示
し
て
い
る
。
そ
の
事
実
を
よ
り
明
示
的

に
示
す
た
め
に
、
表
３
を
再
編
集
し
、
表

４
と
し
て
、
後
に
掲
示
し
た
。
表
４
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ
い
て
、
そ
の
国
の
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
給
与
水
準
を
基
準
に
、
他
の
３

職
種
の
給
与
水
準
を
相
対
指
数
と
し
て
表

し
た
。

　

こ
の
表
は
、
次
の
３
点
を
示
し
て
い
る
。

１
つ
は
、日
本
の
職
種
間
格
差
は
、他
の
国
々

と
比
べ
小
さ
い
こ
と
。
日
本
に
お
い
て
は
、

最
も
給
与
が
高
い
技
師
で
あ
っ
て
も
、
最

も
給
与
の
低
い
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
よ
り
、
20
％

多
い
だ
け
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
だ
と
、
技
師

は
機
械
組
立
工
よ
り
、
２
倍
半
も
高
い
給

与
を
も
ら
っ
て
い
る
。
同
様
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
、
技
師
は
、
機
械
組
立
工
の
３
倍

以
上
の
給
与
を
得
て
い
る
。残
り
の
ド
イ
ツ
、

韓
国
、
中
国
に
お
い
て
も
最
大
／
最
少
格

差
は
、
２
倍
弱
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と

日
本
に
お
け
る
職
種
賃
金
格
差
は
、
例
外

的
に
小
さ
い
と
言
え
る
。
２
つ
目
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
賃
金
水
準
に
お
け
る
、
４
職
種
の

相
対
的
な
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
若
干
の

例
外
を
除
く
と
、
４
職
種
は
、
給
与
の
高
い

順
に
、
技
師
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
化
学
分
析

員
、
そ
し
て
機
械
組
立
工
と
、
職
業
的
専
門

性
の
高
さ
と
対
応
す
る
関
係
と
な
っ
て
い

る
。
３
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
上
記
２
つ
目

の
パ
タ
ー
ン
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
、
唯
一
日

本
に
お
い
て
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
専
門
職
の

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
給
与
を
、
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
技

能
職
の
機
械
組
立
工
の
給
与
が
上
回
る
。

　

上
記
の
３
点
を
総
括
す
る
と
、
少
な
く

と
も
こ
こ
で
例
示
さ
れ
た
４
職
種
か
ら
推

察
で
き
る
、
日
本
に
お
け
る
職
種
賃
金
の

表３　４職種の賃金を用いた賃金水準の国際比較
月間給与購買力平価に基づく指数：日本のプログラマーを100とする（2005年）

国 （化学）技師 化学分析員 機械組立工 プログラマー
日本 120 119 102 100
アメリカ 230 126 90 189
ドイツ 171 145 86 119
シンガポール 129 96 39 107
韓国 114 102 61 117
タイ 71 35 16 36
中国 18 11 10 16

資料出所（表3.表4ともに）
月間給与（時給・年収）： 独立行政法人 労働政策研究・研修機構、

『データブック国際労働統計2013』2013年、
『データブック国際労働統計2012』2012年

月間総労働時間 (日本）：厚生労働省「毎月勤労統計調査」
為替レート：The World Bank Development Indicators

European Central Bank,Statistical Data Warehouse
PPP conversion factor (GDP): The World Bank,  World Development Indicators

国 （化学）技師 化学分析員 機械組立工 プログラマー 職種間格差
（最大/最少）

日本 120 119 102 100 1.20
アメリカ 121 67 47 100 2.56
ドイツ 144 122 73 100 1.98
シンガポール 120 90 37 100 3.27
韓国 98 87 53 100 1.90
タイ 200 99 44 100 4.54
中国 109 67 59 100 1.85
平均（日本を除く） 132 89 52 100 2.68

表4　4職種相対給与　2005年プログラマーを100とする
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特 集

特
徴
は
、
専
門
的
職
種
の
遂
行
に
求
め
ら

れ
る
高
度
な
専
門
的
知
識
や
知
的
判
断
能

力
と
そ
の
活
用
に
対
し
、
経
済
的
評
価
が

ほ
と
ん
ど
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
賃
金
比
較

１
国
内
で
の
職
種
間
比
較

　

１
で
は
、
経
営
の
視
点
か
ら
は
労
働
者

時
間
当
た
り
労
務
費
、
労
働
者
の
視
点
か

ら
は
、
購
買
力
を
用
い
て
評
価
し
た
製
造

業
平
均
賃
金
に
よ
っ
て
日
本
の
製
造
業
賃

金
の
国
際
的
な
立
ち
位
置
を
検
討
し
た
。

２
で
は
、
１
で
用
い
た
労
働
者
を
大
き
く

括
る
数
字
の
持
つ
対
象
者
の
あ
い
ま
い
さ

を
解
消
す
る
た
め
に
、
特
定
の
職
種
に
つ
い

て
、
賃
金
水
準
の
国
際
比
較
を
行
い
、
平

均
で
は
気
付
け
な
か
っ
た
日
本
の
製
造
業

賃
金
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
多
く
の
労
働
者
は
、

海
外
の
同
様
な
職
に
就
く
労
働
者
の
賃
金

と
自
身
の
賃
金
水
準
と
を
比
較
し
、
自
身

に
対
す
る
処
遇
の
良
し
悪
し
を
判
断
し
、

現
状
に
対
す
る
、
満
足
、
あ
る
い
は
不
満

感
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
様
々

な
過
去
の
調
査
か
ら
、
労
働
者
の
多
く
は
、

身
近
な
者
と
の
比
較
か
ら
自
己
の
処
遇
を

評
価
し
て
い
る
こ
と
が
、確
認
さ
れ
て
い
る
。

自
社
の
賃
金
は
同
業
競
合
他
社
と
比
べ
て

ど
う
か
。
あ
る
い
は
、
電
機
産
業
は
自
動

車
産
業
と
比
べ
て
高
い
の
か
、
低
い
の
か
。

さ
ら
に
は
、
も
の
づ
く
り
に
従
事
す
る
労

働
者
は
、
金
融
業
や
情
報
通
信
業
に
従
事

す
る
者
と
比
べ
て
高
い
の
か
低
い
の
か
。
こ

の
よ
う
に
、
比
較
の
対
象
を
、
身
近
な
と

こ
ろ
に
見
出
し
、
自
己
の
賃
金
水
準
を
評

価
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

自
国
内
の
他
業
種
、
他
職
種
と
の
比
較
は
、

労
働
者
が
、
自
己
の
賃
金
水
準
に
納
得
し

た
り
、
よ
り
高
い
水
準
を
目
指
す
労
働
誘

因
と
し
て
働
い
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
国
内
比
較
は
、企
業
に
と
っ
て
、

産
業
に
と
っ
て
、
優
秀
な
労
働
者
を
引
き

付
け
る
力
の
大
切
な
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て

の
情
報
を
提
供
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
節

で
は
、
様
々
な
業
種
の
身
近
な
職
種
の
賃

金
水
準
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
と
製
造
業

の
基
幹
的
職
種
で
あ
る
、
技
術
者
、
S
E
、

組
立
工
等
と
を
比
べ
る
こ
と
で
、
製
造
業

賃
金
の
水
準
を
評
価
し
て
み
よ
う
。

　

日
本
の
製
造
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、

他
産
業
で
働
く
他
職
種
労
働
者
と
比
べ
よ

り
良
い
賃
金
を
得
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

す
で
に
前
節
で
は
、
４
職
種
、
さ
ら
に
は

製
造
業
の
主
要
な
職
種
で
あ
る
と
、
強
い

制
約
の
も
と
で
は
あ
る
が
、
職
種
間
の
賃

金
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
製
造
業

職
種
の
中
で
も
、
世
界
の
実
態
と
比
べ
て
、

高
く
評
価
さ
れ
、
高
賃
金
が
払
わ
れ
て
い

る
職
種
と
、
逆
に
低
く
し
か
評
価
さ
れ
て

い
な
い
職
種
が
存
在
す
る
こ
と
を
す
で
に

確
認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
２

で
用
い
た
職
種
賃
金
比
較
を
、
対
象
を
広

げ
て
行
う
こ
と
に
す
る
。

　

製
造
業
、
さ
ら
に
は
そ
の
中
の
特
定
の

業
種
、
例
え
ば
2
0
0
7
年
に
改
訂
さ
れ

た
現
在
の
日
本
の
産
業
分
類
に
よ
る
と
、

製
造
業
は
24
の
業
種
（
分
類
表
で
は
中
分

類
と
呼
ぶ
。）
に
分
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
1

つ
で
あ
る
鉄
鋼
業
を
取
っ
て
も
、
労
働
者
の

職
種
は
多
様
で
あ
る
。
か
た
や
鉄
鋼
業
に

特
有
な
製
鋼
職
に
就
く
労
働
者
も
お
れ
ば
、

む
し
ろ
情
報
産
業
職
種
と
思
わ
れ
る
S
E

や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
も
多
数
就
労
す
る
。
当

然
、
製
品
の
販
売
を
担
当
す
る
営
業
、
販

売
職
も
重
要
な
戦
力
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

競
争
力
の
あ
る
新
製
品
は
、
研
究
・
開
発

職
が
生
み
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
職
務
に
就
く
労
働
者
は
、
経
験
を
積
む

と
共
に
管
理
的
な
責
任
は
増
え
る
も
の
の
、

基
本
は
同
一
の
職
務
群
（
類
似
し
た
職
務

と
共
通
能
力
や
知
識
が
求
め
ら
れ
る
職
種

の
集
合
）
の
中
で
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上

げ
て
い
く
。
そ
れ
故
に
、
職
業
選
択
に
お

い
て
は
、
こ
の
職
種
別
の
賃
金
格
差
の
有

無
と
そ
の
大
小
が
、
意
思
決
定
（
職
業
選

択
）
に
お
い
て
重
要
な
情
報
を
提
供
す
る
。

と
り
わ
け
、
職
種
間
の
職
場
環
境
の
差
異

の
大
き
さ
も
加
味
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
優

劣
を
補
う
だ
け
の
賃
金
水
準
で
あ
る
か
は
、

職
業
選
択
上
の
大
切
な
判
断
材
料
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
る
と
、
日
本

で
観
察
さ
れ
る
職
種
間
の
賃
金
格
差
が
、

他
国
と
比
べ
て
類
似
性
が
あ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
異
な
る
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
理

由
を
問
う
こ
と
は
、
日
本
に
お
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
知
識
、
技
術
、

さ
ら
に
は
精
神
的
・
肉
体
的
負
荷
に
見
合

っ
た
適
切
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
一
つ
の
判
断
情
報
を

提
供
す
る
。

　

以
下
で
は
、日
本
と
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
、

製
造
業
の
基
幹
的
職
種
の
み
な
ら
ず
、
他

の
産
業
に
も
ま
た
が
る
多
様
な
身
近
な
専

門
職
か
ら
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
職
や
ブ
ル
ー

カ
ラ
ー
職
、
合
計
24
職
種
に
つ
い
て
、
そ
の

時
間
当
た
り
賃
金
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

つ
い
て
比
較
し
た
。
我
々
の
興
味
の
対
象
で

あ
る
、
製
造
業
の
基
幹
職
と
し
て
は
、
専

門
職
で
あ
る
技
術
者
と
S
E
、
現
業
職
と

し
て
は
電
気
系
機
器
組
立
工
と
溶
接
工
の

4
職
種
を
含
め
た
。
デ
ー
タ
は
2
0
0
7

年
、
対
象
を
男
性
労
働
者
に
限
定
し
た
結

果
が
、
グ
ラ
フ
１
で
あ
る
。
こ
の
図
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
清
掃
・
用
務
員
給
与
を

基
準
の
1
0
0
と
し
た
、
相
対
的
な
賃
金

水
準
を
、
縦
軸
に
指
数
で
表
現
し
た
。
日

本
の
指
数
が
実
線
、
ア
メ
リ
カ
の
指
数
を

破
線
で
示
し
た
。
職
種
の
順
は
、
日
本
の

24
職
種
賃
金
の
高
い
も
の
か
ら
左
か
ら
右

へ
と
並
べ
た
。
日
本
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、

高
度
な
知
識
と
技
術
が
必
要
と
さ
れ
る
専

門
職
が
高
賃
金
の
た
め
図
の
左
側
に
集
ま

り
、
む
し
ろ
技
能
と
経
験
が
必
要
と
さ
れ

る
現
業
職
・
一
般
職
は
、
相
対
的
に
賃
金

3 
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が
低
い
た
め
に
、図
の
右
側
に
並
ん
で
い
る
。

他
方
ア
メ
リ
カ
の
対
応
す
る
職
種
の
賃
金

は
、
日
本
の
賃
金
と
は
か
な
り
異
な
る
パ
タ

ー
ン
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
日
本
の
職

種
の
賃
金
（
指
数
）
を
上
回
る
ア
メ
リ
カ
の

職
種
は
何
か
、を
見
て
み
よ
う
。
図
中
で
は
、

そ
れ
ら
の
職
種
名
を
楕
円
で
囲
み
、
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
の
賃
金
が
日
本
の
対
応
す
る
職

種
の
賃
金
を
上
回
る
大
き
さ
を
、
上
下
両

方
向
の
矢
印
で
示
し
た
。
こ
れ
ら
矢
印
は
、

長
い
ほ
ど
、
日
本
に
お
い
て
そ
の
職
種
の
相

対
賃
金
が
、
同
じ
職
種
の
ア
メ
リ
カ
で
の

相
対
賃
金
よ
り
、
よ
り
大
き
く
劣
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
よ
う

に
日
本
で
相
対
的
に
評
価
の
低
い
職
種
と

は
ど
の
様
な
職
だ
ろ
う
か
。
1
つ
は
医
療

関
連
職
で
あ
る
。
医
師
、

薬
剤
師
、
看
護
師
は
、
ア

メ
リ
カ
と
比
べ
日
本
で

の
賃
金
は
低
い
。
同
様

な
傾
向
を
示
す
職
種
は
、

S
E
、
技
術
者
、
そ
し
て

建
築
士
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
み
な
製
造
業
の
高
度
専

門
職
で
あ
る
。
他
方
、
製

造
業
の
現
業
職
で
あ
る
、

電
気
系
機
器
組
立
工
や
溶

接
工
は
、
日
米
で
そ
の
相

対
的
賃
金
水
準
は
、
ほ
ぼ

一
致
す
る
。

　

以
上
の
日
米
の
職
種

相
対
賃
金
比
較
か
ら
、

前
節
で
の
発
見
が
改
め

て
確
認
さ
れ
た
。つ
ま
り
、

日
本
に
お
い
て
は
、
高
度

な
専
門
職
の
仕
事
に
対

し
、
十
分
に
高
い
評
価
、

処
遇
が
行
わ
れ
て
い
な

い
、と
言
う
実
態
で
あ
る
。

ま
と
め

　

本
稿
で
は
、
日
本
の
賃
金
、
と
り
わ
け

製
造
業
の
賃
金
水
準
を
様
々
な
角
度
か
ら

国
際
比
較
を
試
み
た
。
こ
の
試
み
か
ら
得

ら
れ
た
発
見
は
次
の
様
に
要
約
で
き
る
。

●
日
本
の
製
造
業
の
生
産
労
働
者
の
時
間

当
た
り
労
務
費
は
、2
0
0
0
年
か
ら

の
10
年
間
で
大
き
く
低
下
し
た
。
そ
の

結
果
、
今
日
世
界
の
先
進
国
の
中
で
は
、

日
本
の
労
務
費
は
最
も
低
い
グ
ル
ー
プ

に
属
す
。

●
他
方
、
労
働
者
の
生
活
実
感
を
反
映
し

た
賃
金
の
購
買
力
で
日
本
の
製
造
業
の

賃
金
を
評
価
す
る
と
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ

リ
ス
の
み
な
ら
ず
、
後
発
工
業
国
で
あ

る
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
製
造
業
と

比
べ
て
も
、
20
％
か
ら
30
％
も
低
い
水

準
に
低
下
し
て
い
る
。

●
製
造
業
の
基
幹
的
な
職
種
に
限
定
し
て

比
較
し
て
も
、
購
買
力
で
評
価
し
た
日

本
の
賃
金
水
準
は
、ア
メ
リ
カ
、ド
イ
ツ

等
の
先
進
諸
国
と
比
べ
大
き
く
見
劣
り

す
る
の
み
な
ら
ず
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
の
後
発
工
業
国
と
比
べ
て
も
、
技
師

や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
等
の
専
門
職
に
お
い

て
は
、
2
0
0
5
年
の
時
点
で
も
に
日

本
の
賃
金
の
優
位
性
は
す
で
に
消
失
し

て
い
る
。

●
製
造
業
基
幹
職
内
で
比
較
し
て
も
、
ま

た
、
製
造
業
を
超
え
る
幅
広
い
産
業
横

断
的
な
多
様
な
職
種
と
比
較
し
て
も
、

製
造
業
の
基
幹
的
専
門
職
で
あ
る
、
技

術
者
や
S
E
の
購
買
力
給
与
は
低
く
、

彼
ら
の
高
度
な
専
門
知
識
や
高
い
技
術

が
適
切
に
評
価
さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
世
紀
に
お
い
て
も
日
本
の
製
造
業
は
、

高
い
創
造
性
を
発
揮
し
、
世
界
に
貢
献
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

製
造
業
の
価
値
創
造
に
大
き
な
貢
献
を
す

る
人
材
に
、
そ
の
貢
献
の
大
き
さ
に
見
あ

う
処
遇
を
し
、
継
続
的
に
有
能
な
人
材
を

製
造
業
に
引
き
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
日
ま
で
の
、
平
等
主
義
的
処
遇
思
想
を

脱
ぎ
捨
て
、
よ
り
プ
ラ
ス
思
考
の
処
遇
理

念
へ
と
、
速
や
か
に
移
行
す
る
時
で
あ
る
。

そ
の
船
頭
役
を
、
J
C
M
に
期
待
し
た
い
。

グラフ1　男性労働者の職種別賃金（時間当り賃金）の日米比較
2007年［基準：清掃・用務員＝100］

出展：「賃金構造基本統計調査」（厚生労働省）
出展：“Current Population Survey, ASEC Supplement”（Bureau of Labor Statistics and Census Bureau）
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